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自然・人・産業の和で築く安心のまち

「入学おめでとう」～おおまき小学校～



「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」 26

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

� 【問合せ】U&Iときめき課　☎773－6659

南魚沼市で輝くひと（第16回）　  田
た

中
なか

智
さと

史
し

さん
　今回は、県外の大学へ進学し、Uターンで市内の高齢者施設に就職
した後、現在は南魚沼市社会福祉協議会で働く田中智史さんをご紹介
します。
Ｑ Uターンしたきっかけは何ですか？
Ａ ‌‌関東圏や県内でもたくさん就職説明会に行き、県内各地で福祉施
設見学をしましたが、地元企業の熱量に後押しされ、地元での就
職を決めました。あと、親だけに冬の除雪作業を任せるのは大変
だと思い、戻ってきました。

Ｑ 仕事のやりがいはどのようなところですか？
Ａ ‌‌経済的、心身的課題など日常生活にお困りの人が、住み慣れた地域で安心して生活を送れるようにさま
ざまな職種の人と協力しながら課題解決に取り組んでいます。課題が解決し、笑顔が見られる生活に変
化していくときに、やりがいを感じます。また、災害が起きた際に市民と一緒にボランティアに行くな
ど幅広い仕事ができることも魅力です。

Ｑ 南魚沼の魅力は？
Ａ ‌‌県外出身の妻を温かく受け入れてくれる豊かな心が残る地域であると改め
て感じました。また、豊かな自然の中で子どもと釣りや山登りをしたり、
四季に合わせた遊びや体験をたくさん楽しめます。

Ｑ 市へ移住を考えている人へ向けて一言！
Ａ ‌‌地元を何とかしたいという熱い気持ちを持っている人が多いので、市内で
も先駆的な活動ができたり、案外なんでもできます。南魚沼は田舎だから
こそ、魅力が輝きやすい地域だと思います。ぜひ、南魚沼で自分自身の魅
力を発揮して一緒に盛り上げましょう！

空き家の利活用を促進しています
　少子高齢化などの理由で空き家となった住宅が市内に増えています。空き家を有効活用することは、移住
定住の促進や地域の活性化にもつながります。
　空き家バンク制度では、市内で空き家を売りたい・貸したい人から物件情報を登録してもらい、利用を希
望する移住者などへ紹介しています。空き家物件がありましたら、ぜひご相談ください。
　空き家バンクへ登録したいと考えている人が家財道具などの処分を行う場合に、処分費用の
一部を助成する制度もあります。詳しくは右のQRコードからご覧ください。

南魚沼市移住推進協議会の全体交流会を行いました
　3月31日㈰に移住者ネットワーク加入者21人が参加し、南魚沼市移住推
進協議会の平成30年度の実績報告と参加者同士の交流を図りました。
　加入者間の情報交換を行うなかで、移住者に対し安心を提供できるように
ネットワークをどのように維持していくかなどを話し合い、今後の活動に生
かせるような交流の場となりました。
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
シリーズ

第73回

ツバル 　ルアマノ パアシサマタ ルサマ さん

私の国はこんなところ
　ツバルは南大平洋に位置する島国で、人
口は11,000人ほどです。世界で4番目に
小さな国で、世界で一番平和な国といえる
でしょう。国民はとても友好的で、いつで
も安全だと感じると思います。
　有名な料理は「オタ」と呼ばれる、ココ
ナツミルクと生魚のマリネです。私も大好
きな料理です。

　ツバルは現在、国と暮らしに影響を及ぼす地球温暖化と闘っています。で
も、私たちは、国のモットーである「全能の神のためのツバル」であること
を信じ、神がツバルを守ってくれると信じています。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼での一番の思い出は、小学校訪問や浦佐毘沙門堂裸押合大祭です。
南魚沼の人々はとても親切で友好的です。特に、小学校訪問で出会った子ど
もたちは、私たちに対する言葉の壁など気にせず、友好的で元気いっぱいの
おもてなしをしてくれました。浦佐裸押合大祭での叫び声やろうそくの火は
すばらしい光景です。いまだに「サンヨ、サンヨ」の掛け声が脳裏に残って
います。また、牛串やから揚げなど屋台のおいしい食べ物も楽しみました。

公用語 ツバル語、英語
首　都 フナフティ
面　積 26㎢� （192位）
人　口 約11,000人

GDP（PPP） 1,220万ドル�（194位）
通　貨 オーストラリア・ドル（A$）（AUD）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です

ツバル

　
い
わ
ゆ
る
官
僚
主
義
、
お
役
所
主
義
に

な
ら
な
い
た
め
の
言
葉
。
公
も
民
間
も
な

い
、
組
織
と
は
何
か
？‌

組
織
人
と
し
て

あ
る
べ
き
何
た
る
か
が
、
こ
の
五
訓
の
中

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
。
卒
業
式
な
ど
で
時
折
、
巣

立
ち
ゆ
く
若
者
を
前
に
、
つ
い
原
稿
を
脇

に
置
い
て
話
し
出
し
て
し
ま
う
私
の
父
の

教
え
が
あ
り
ま
す
。
父
は
寡か

黙も
く

な
人
で
、

生
き
方
に
は
実
直
さ
や
厳
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。
叱
ら
れ
た
記
憶
は
少
な
い
も
の
の
、

あ
る
こ
と
を
す
る
と
叱し

っ
責せ

き
さ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
不
機
嫌
に
し

て
い
る
と
き
。「
そ
の
、
仏
頂
面
は
な
ん

だ
！
」
と
。「
不
機
嫌
は
、
幼
稚
に
ほ
か

な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
己
愛

の
表
れ
、
主
張
の
カ
タ
チ
で
あ
る
不
機
嫌

な
顔
を
恥
と
す
る
。
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
明
る
く

し
な
く
て
も
よ
い
、
心
の
上
機
嫌
に
努
め

る
。
少
し
の
自
戒
が
生
き
や
す
さ
に
な
る

と
。

　
令
和
を
こ
と
ほ
ぎ
た
い
。
し
か
し
、
い

か
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
普
遍
な
こ
と
が

あ
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

組
織
人
と
し
て
、
人
と
し
て

　
「
こ
の
前
の
話
は
よ
か
っ
た
よ
」
何
人

か
ら
も
い
わ
れ
、
反
響
に
驚
き
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
毎
週
金
・
土
曜
日
の
朝

に
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
る
番
組
『
こ
ん
に
ち

は
林
茂
男
で
す
』
は
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

話
が
で
き
る
の
で
、
ひ
そ
か
に
収
録
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
４
月
最
初
の
放
送

で
山
本
安
幸
放
送
局
長
か
ら
「
令
和
元
年

度
と
な
る
特
別
な
年
度
の
始
ま
り
。
職
員

へ
の
市
長
の
訓
示
で
何
を
話
し
ま
し
た

か
？
」
の
問
い
か
け
。
今
春
迎
え
た
３８
人

の
新
採
用
職
員
の
前
で
話
し
た
の
が
「
後

藤
田
五
訓
」。
さ
ま
ざ
ま
な
訓
示
や
朝
礼

で
よ
く
話
を
し
て
い
ま
す
。
歴
代
内
閣
に

仕
え
、
あ
の
田
中
角
栄
さ
ん
が
惚
れ
込
み
、

与
野
党
を
問
わ
ず
畏い

敬け
い
さ
れ
た
不
世
出
と

い
わ
れ
る
官
房
長
官
。
カ
ミ
ソ
リ
の
異
名

を
持
つ
後
藤
田
正
晴
さ
ん
が
、
部
下
で
あ

る
官
僚
に
対
し
て
行
っ
た
訓
示
で
す
。
こ

れ
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。

一
、
省
益
を
忘
れ
、
国
益
を
想お

も
え

二
、
悪
い
、
本
当
の
事
実
を
報
告
せ
よ

三
、
勇
気
を
も
っ
て
意
見
具
申
せ
よ

四
、
自
分
の
仕
事
で
な
い
と
言
う
な
か
れ

五�

、
決
定
が
下
っ
た
ら
従
い
、
命
令
は
実

行
せ
よ

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙

　
無む

ー
罣け

ー
礙げ

ー
は
、
般
若
心
経
に
出
て
く
る
一

節
で
「
こ
だ
わ
り
の
な
い
心
」
と
私
は
解

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を

持
っ
て
市
政
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
市
の

職
員
が
集
会
な
ど
に
直
接
出
向
き
、

講
座
一
覧
に
掲
げ
た
施
策
や
事
業

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

事
業
で
す
。

　
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

　
お
お
む
ね
１０
人
以
上
の
市
民
が

参
加
し
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
集

会会
場
の
手
配

　
集
会
の
開
催
・
運
営
、
会
場
の

手
配
な
ど
は
申
込
者
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
（
２４
番
の
火
災
予
防
教
室

は
除
く
）

実
施
す
る
日
時

　
原
則
と
し
て
、
希
望
に
合
わ
せ

ま
す
。

　
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時

の
間
で
、
１
講
座
の
所
要
時
間
は

約
１
時
間
で
す
。（
２３
番
の
普
通

救
命
講
習
会
は
約
３
時
間
）

講
座
メ
ニ
ュ
ー

　
希
望
の
講
座
を
下
記
の
講
座
一

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
秘
書
広
報
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
２

－

３
０
５
５

覧
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
一

覧
以
外
の
内
容
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用

　
市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料
代

は
不
要
で
す
。

　
集
会
の
開
催
・
運
営
経
費
、
会

場
使
用
料
、
有
料
の
資
料
を
指
定

し
た
場
合
の
経
費
は
、
申
込
者
で

ご
負
担
く
だ
さ
い
。

申
込
み

　
開
催
希
望
日
の
１４
日
前
ま
で
に
、

申
込
書
を
秘
書
広
報
課
か
、
講
座

担
当
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

※‌

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
申
込

み
可
。
申
請
書
は
、
秘
書
広
報

課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

注
意

　
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
要
望
や

苦
情
相
談
な
ど
を
行
う
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん

令和元年度�市民ふれあい講座一覧
番号 メニュー名 内　　　容 担当係・班名

1 雪資源活用事業の取組み 雪をエネルギーとして利用する取組みの紹介 U&Iときめき課
まちづくり班

2 防災座談会 防災をテーマに意見交換。ハザードマップ・防災ハンドブックの活用 総務課�防災庶務班
3 住民税・所得税のしくみ 所得計算、市・県民税と所得税の申告 税務課�市民税係4 農業所得 収支内訳書、減価償却費

5 考えようごみ問題 ごみの分別と再資源化、ごみ処理の現状と問題点 廃棄物対策課
廃棄物対策係

6 新ごみ処理施設の将来像 南魚沼市、魚沼市、湯沢町の2市1町で新ごみ処理施設の共同整備を
計画

新ごみ処理施設整備室
新ごみ処理準備係

7 介護保険のしくみと利用方法 介護保険のしくみ、利用方法、介護保険サービス事業所の紹介 介護保険課�介護保険係
8 介護予防でいきいき生活 介護予防のポイント、介護予防事業の紹介 介護保険課�

�各地域包括支援センター9 認知症サポーター養成講座 認知症の正しい理解と接し方
10 出張健康講座 自己流ではない自分に合った食事の方法を学習

保健課�保健業務班

11 ウォーキングロード・健康
ウォーキング

地域のいいところを発見しながら、市内の健康ウォーキングロードを
歩きます

12 血圧の正しい測り方から学ぶ健
康管理

健康的な生活には血圧の管理が大切です。あなたの血圧の知識は古い
かも？

13 南魚沼市民の血管が危ない！ 市民の健康実態を知って、健診結果を活用しましょう
14 楽しく食育 乳幼児期から老齢期までの食育を学習（料理講習も開催可）

15 飲酒と心の健康
～お酒の上手な飲み方～ お酒の賢い飲み方を教えます

16 心の健康を考える ストレスを乗り切るために必要なことや、サポート方法などを学習

17 お口の健康教室 健康の第一歩はお口から。80歳になっても20本以上の健康な歯を保
つための方法を学習

18 がん予防と早期発見 生活習慣の改善でがん予防。健診、人間ドックやがん検診の必要性と
効果を学習

19 ことば・こころを育む育児力
アップ講座 赤ちゃんの言葉と心の成長を促す関わり方、スキンシップなどを学習

20 子どもの上手なほめ方 叱ることを減らしてほめ上手になるこつを教えます 子ども・若者育成支援
センター�育成支援係21 心通う人間関係づくり 小・中学生の子を持つ保護者を対象に、心通う人間関係づくりを教え

ます
22 南魚沼市の文化財 市の文化財の説明 社会教育課�文化振興係
23 普通救命講習会 心肺蘇生法・止血法・AED使用法など 消防本部�警防課�救急係
24 火災予防教室 消火器・公設消火栓の使い方など（会場：南魚沼市消防本部） 消防本部�予防課�予防係

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座

い
つ
で
も

ど
こ
で
も
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各税目納期一覧表（‌納税通知書が届いたら、必ず開封し納期限までに納めてください）

 市税納期限メールお知らせサービスをご利用ください 
　登録いただいた人に市税の納期限日をメールでお知らせする「市税納期限お知らせ」
サービスがあります。各税目の期別ごとに配信しますので、「納期限のうっかり忘れ防
止」「口座振替の残高チェック」にご利用ください。
　登録は無料で、納税通知書の発送（当初発行分のみ）もお知らせします。
登録はこちらから　zeimu@minami-u.jp
登録方法
①‌‌‌‌上記アドレスに空メール（件名・本文なし）を送信（迷惑メール対策などの設定で受信できない場合
は、「@minami-u.jp」を受信できるように設定してから送信）

②‌「登録通知」メールを受信したら指定URLをクリックし、「希望する税目」「お知らせ」をチェック
③‌情報入力後、「登録」ボタンを押して完了

 安全・確実な 口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です 
　口座振替日の前営業日（営業時間内）までに引落しに必要な額を口座に入金してください。残高不足で
口座振替できなかった場合は、届いた｢口座振替不能通知書｣を使用し、現金で金融機関、コンビニエン
スストア、市役所各庁舎で納めてください。
手続き
市内の金融機関
　‌通帳、届出印、納税通知書を持参し、｢口座振替依頼書｣を記入して金融機関の窓口に提出
※｢口座振替依頼書｣は各金融機関にあります
郵送専用用紙　市ウェブサイトから「口座振替依頼書」をダウンロードし、税務課に提出
※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください
開始日
　｢口座振替依頼書｣を提出すると、提出日の翌月の納期分から口座振替が開始されます。
　ただし、5月に提出した人は、7月からの開始となります。ご注意ください。
口座振替の終了や振替方法変更
　「口座振替を終了」「期別振替から全納」「全納から期別振替」など、振替方法を変更する場合は、税務
課か大和・塩沢市民センターで振替日の8営業日前までに手続きしてください。

 コンビニエンスストアで納税できます 
　納税できるコンビニエンスストアは、納税通知書の裏面に記載してあります。取扱期限にご注意ください。
 TAXサポート券での納税 
　南魚沼市スタンプ・ポイント連合会のTAXサポート券は、市役所窓口での納税に使用できます。

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市 ・ 県 民 税 1期 2期 3期 4期
固 定 資 産 税 1期 2期 3期 4期
軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期
納　期　限　日
（口座振替日） 5/31 7/1 7/31 9/2 9/30 10/31 12/2 1/6 1/31 3/2 3/31

� 【問合せ】税務課�収税班　☎773－6669

市　税　納　期

今後発送する納税通知書や納付書は「平成31年度」と表記しています。「令和元年度」と読み替えてください

市報 みなみ魚沼　令和元年5月1日発行5



原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊・農耕車の税率

三輪・四輪以上の軽自動車

　平成30年度に新規登録した軽自動車で、排出ガス性能と燃費性能が優れた車には、令和元年度
（平成31年度）の軽自動車税に限り、環境性能に応じたグリーン化特例（軽課）を適用します。
対象車　平成30年4月～平成31年3月に新車登録した軽自動車
軽課（軽減）基準
① 電気軽自動車・天然ガス軽自動車：75％軽減
※‌天然ガス軽自動車は、平成30年排出ガス規制に適合するものまたは平成21年排出ガス規制に
適合し、かつ平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化の排出量が少ないものに限ります

② 乗用  2020年度燃費基準+30％達成車・貨物  平成27年度燃費基準+35％達成車：50％軽減
③ 乗用  2020年度燃費基準+10％達成車・貨物  平成27年度燃費基準+15％達成車：25％軽減
※‌②と③は、平成17年排出ガス基準75％低減達成車、または平成30年排出ガス基準50％低減達
成車に限ります。燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載があります
軽課（軽減）基準

軽自動車税の税率 【問合せ】税務課�市民税係
☎773－6668

車種区分 税率 車種区分 税率

原付

50㏄以下 2,000円 軽二輪（125㏄超250㏄以下） 3,600円
50㏄超90㏄以下 2,000円 小型二輪（250㏄超） 6,000円
90㏄超125㏄以下 2,400円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 2,400円

ミニカー 3,700円 その他のもの 5,900円
雪上車 3,600円

車種区分
平成18年３月ま
でに初度検査を
受けた車両

平成27年３月31
日までに初度検
査を受けた車両

平成27年４月1
日以降に初度検
査を受けた車両

三輪 4,600円 3,100円 3,900円

四輪以上
乗用

自家用 12,900円 7,200円 10,800円
営業用 8,200円 5,500円 6,900円

貨物
自家用 6,000円 4,000円 5,000円
営業用 4,500円 3,000円 3,800円

グリーン化特例制度（軽自動車税の軽減）【問合せ】税務課�市民税係☎773－6668

車種区分 グリーン化特例（軽課税率）
75％軽減 50％軽減 25％軽減

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上
乗用

自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

市報 みなみ魚沼　令和元年5月1日発行 6



【
問
合
せ
】
税
務
課 

市
民
税
係

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
８

軽
自
動
車
税
、
納
税
通
知
書
を

５
月
１６
日
㈭
に
発
送

［
納
期
限
は
５
月
3１
日
㈮
］

納
税
義
務
者
は
４
月
１
日
の
所
有
者

　
納
税
通
知
書
に
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
内
容
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
す
で

に
手
放
し
た
車
両
に
課
税
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・�

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
（
譲
渡
）
の
手

続
き
を
し
た
場
合

　
１
年
分
課
税
（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・�

変
更
・
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場

合
　

‌

１
年
分
課
税
。
来
年
の
３
月
末
ま
で
に

手
続
き
を
し
な
い
と
、
来
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
ま
す
。
早
急
に
手
続
し
て
く

だ
さ
い
。

納
税
証
明
書

　
車
検
に
必
要
で
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
納
税
証
明
書
は
、
６
月
７

日
㈮
に
送
付
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
納
税
の
場
合
の
有
効
期
限
は
、

令
和
２
年
６
月
１５
日
㈪
で
す
。

　
納
税
証
明
書
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
税

務
課
収
税
班‌

☎
７
７
３

－

６
６
６
９

【
問
合
せ
】
税
務
課 

資
産
税
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
１６
日
㈭
に
発
送

　
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

　
同
封
の
課
税
明
細
書
は
、
確
定
申
告
時

に
、
農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
必
要
経

費
（
租
税
公
課
）
の
計
算
に
役
立
ち
ま
す
。

令
和
２
年
の
申
告
時
期
ま
で
保
管
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

家
の
税
金
が
高
く
な
る
場
合

　

納
税
通
知
書
を
発
送
後
、「
家
の
税
金

が
高
く
な
っ
た
」
と
い
う
問
合
せ
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
居
住
床
面
積
２
８
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の
新
築
住
宅
の
場
合
に
、

居
住
用
部
分
の
床
面
積
１
２
０
平
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
税
額
を
、
２
分
の
１
に
減
額

す
る
特
例
が
３
年
間
で
終
了
す
る
た
め
で

す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
２７
年
に
新
築
し
た
住

宅
は
、
令
和
元
年
度
（
平
成
３１
年
度
）
か

ら
通
常
の
税
額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
の
に
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

売
買
契
約
が
終
了
し
て
も
、
新
し
い
所
有

者
が
登
記
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、
前
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た
家
屋
も

１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
税
務
課
資
産
税
班
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課�

都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
２

都
市
計
画
道
路
の
変
更
素
案 

住
民
説
明
会
の
開
催

　
市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
案

に
つ
い
て
住
民
説
明
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
募
集
）
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
度
、
関
係
機
関
と
の
協
議

を
経
て
策
定
し
た
素
案
に
つ
い
て
、
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

変
更
す
る
都
市
計
画
道
路

幅
員
変
更

　
浦
佐
鰕
島
線
・
浦
佐
茗
荷
沢
線
・
竹
俣

泉
田
線
（
各
路
線
の
一
部
）‌

廃
止
路
線

　
市
野
江
浦
佐
駅
前
線
・
浦
佐
黒
土
新
田

線
・
余
川
小
栗
山
線
（
各
路
線
の
一
部
）、

古
城
線
（
全
線
）

住
民
説
明
会

六
日
町
地
区

日
時　
５
月
８
日
㈬

　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
場　
本
庁
舎
２
階‌
大
会
議
室

大
和
地
区

日
時　
５
月
９
日
㈭

　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
場　
大
和
庁
舎
３
階‌

大
会
議
室

石
打
地
区

日
時　
５
月
１０
日
㈮

　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
場　
石
打
区
公
民
館
２
階‌

会
議
室

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

南
魚
沼
サ
ー
ビ
ス
店
会
様
か
ら
、

７
０
，５
８
０
円
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
協
力
店
な
ど
に
設
置
さ

れ
た
募
金
箱
に
、
来
店
者
か
ら
募
金

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

南
魚
美
術
協
会
様
か
ら
、
２
１
，

５
１
５
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
南
魚
美
術
協
会
会
員
展
に
お
け

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
の
収
益
の
一
部

と
寄
せ
ら
れ
た
募
金
を
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
朝
日
生
命
六
日
町
営
業
所
様
か
ら
、

車
イ
ス
２
台
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
創
業
１
３
０
周
年
に
あ
た
り
、

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
い
う
こ
と

で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
魚
沼
荘
に
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
歩
行
者
に 
笑
顔
で
ゆ
ず
る 

春
の
道
」

　
５
月
１１
日
㈯
～
２０
日
㈪
の
１０
日
間
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

運
動
の
重
点

・‌

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・‌

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

５
月
２０
日
㈪
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
記
録
の
残
る
昭
和
４３
年
以
降
、
全
国
で

は
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
い
つ

も
以
上
に
交
通

事
故
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
５
８

－

２
１

－

５
５
０
１

動
物
の
飼
い
方
教
室
と

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

犬
・
猫
の
飼
い
方
教
室

　
犬
の
し
つ
け
方
、
猫
と
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
の
知
恵
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
獣
医
師
が
、
飼
い
方
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日

犬�　
６
月
２３
日
㈰
、
８
月
１８
日
㈰
、
１０
月

２０
日
㈰
、
１２
月
２１
日
㈯
、
令
和
２
年
２

月
２３
日（
日
・
祝
）

猫�　
５
月
１２
日
㈰
、
７
月
２７
日
㈯
、
１０
月

６
日
㈰
、
１１
月
２３
日（
土
・
祝
）、
令
和

２
年
１
月
１２
日
㈰
、
３
月
７
日
㈯

※
都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可

時�

間　
開
催
日
ご
と
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

会�

場　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

費
用　
無
料

※‌

犬
・
猫
の
同
伴
は
不
可

動
物
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
中

　
う
さ
ぎ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
猫
と
の
ふ
れ

あ
い
や
、
犬
の
散
歩
体
験
が
で
き
ま
す
。

期
日

う�

さ
ぎ
・
モ
ル
モ
ッ
ト　
６
月
１６
日
㈰
、

８
月
４
日
㈰
、
９
月
２８
日
㈯
、
１１
月
１０

日
㈰
、
１２
月
７
日
㈯
、
令
和
２
年
１
月

１９
日
㈰
、
２
月
８
日
㈯
、
３
月
１
日
㈰

猫�　
５
月
３
日（
金
・
祝
）、
７
月
７
日
㈰
、

８
月
１０
日
㈯
、
１０
月
２６
日
㈯
、
１１
月
１７

日
㈰
、
１２
月
１５
日
㈰
、
令
和
２
年
１
月

２５
日
㈯
、
２
月
１６
日
㈰
、
３
月
１４
日
㈯

犬�　
６
月
２
日
㈰
、
１０
月
１２
日
㈯
、
１１
月

２
日
㈯
、
１２
月
１
日
㈰
、
令
和
２
年
１

月
５
日
㈰
、
２
月
１
日
㈯

時�

間　
開
催
日
ご
と
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

会
場　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

費
用　
無
料

【
問
合
せ
】
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

防
災
マ
ッ
プ
住
民
説
明
会

　
こ
の
た
び
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
活

用
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

説
明
会
日
程

塩
沢
地
域

期
日　
５
月
２９
日
㈬

会
場　
塩
沢
公
民
館
２
階‌

研
修
室

大
和
地
域

期
日　
５
月
３０
日
㈭

会
場　
大
和
庁
舎
３
階‌

大
会
議
室

六
日
町
地
域

期
日　
５
月
３１
日
㈮

会
場　
本
庁
舎
２
階‌

大
会
議
室

共
通
事
項

時
間　
午
後
７
時
３０
分
～
８
時
３０
分

持
ち
物　
配
布
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

　
経
済
産
業
省
で
は
、
１
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使

用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象　
製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
基
準
日　
６
月
１
日
㈯

調
査
の
方
法

　
５
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
訪
問
す

る
か
、
国
か
ら
直
接
郵
送
で
調
査
票
が
届

き
ま
す
。

調
査
結
果
の
利
用

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
や
、
大
学

や
民
間
の
研
究
機
関
、
学
校
の
教
材
な
ど

に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
内
容
の

秘
密
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
、

統
計
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

工業統計イメージ
キャラクター
コウちゃん
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
介
護
保
険
課 
介
護
保
険
係

�
☎
７
７
３

－

６
６
７
５

第
７
期
介
護
保
険
事
業

新
規
事
業
所
の
開
設
者
を
公
募

　
第
７
期
南
魚
沼
市
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に
整
備
す
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
新
規
開
設
者

を
公
募
し
ま
す
。

　
新
規
開
設
者
に
決
定
し
た
場
合
は
、
施

設
整
備
と
開
設
準
備
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
、
新
潟
県
介
護
基
盤
整
備
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
て
、
市
が
補
助
を
行
い
ま
す
。

公
募
事
業

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

�

　
１
か
所
（
２５
人
）

応
募
要
件
（
す
べ
て
に
該
当
）

①‌

介
護
保
険
法
第
７８
条
の
２
第
４
項
各
号

に
規
定
す
る
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い

②「
南
魚
沼
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
」
に
規
定
す
る
、
各
指
定
基
準
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
事
業
所

③‌

事
業
所
運
営
に
係
る
介
護
人
材
が
確
保

で
き
る
、
ま
た
は
確
保
計
画
が
あ
る
事

業
者

公
募
期
間

　
６
月
３
日
㈪
～
２８
日
㈮

事
業
者
の
選
定

　
介
護
保
険
事
業
所
の
実
績
、
応
募
の
理

由
・
意
志
、
事
業
の
実
現
性
な
ど
を
考
慮

し
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会

で
選
定
し
ま
す
。

申
込
み

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
・
添
付
書
類
は
、

介
護
保
険
課
で
配
付
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
南
魚
沼
市
社
会

福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－
６
９
１
１

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

－

２
２
２
３

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用
い
た
救

急
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時　
５
月
１９
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

会
場　
塩
沢
公
民
館

費
用

　
１
，５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

定
員　
１６
人
（
先
着
順
）

締
切
り　
５
月
７
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※‌

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
主
催

　

‌

新
潟
県
赤
十
字
安
全
奉
仕
団‌

南
魚
沼

分
団

※‌

南
魚
沼
分
団
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
中
で
す

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
の

世
帯
状
況
調
査
に
伺
い
ま
す
。

実
施
時
期　
５
月
中
旬
～
６
月

対
象
世
帯

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
高
齢
者
と
１５
歳
未
満
の
み
の
世
帯

・
重
度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

　
調
査
結
果
は
、
見
守
り
活
動
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
案
内
な
ど
に
活
用
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

５
月
１２
日
㈰
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　
５
月
１２
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」、
１２
日
～
１８
日
は
「
活
動
強
化
週

間
」
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
自
主
的
な
活
動
を
充

実
強
化
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
「
わ
が
ま
ち

な
ら
で
は
」
の
活
動
方
針
に
基
づ
き
、
関

係
団
体
が
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

存
在
と
活
動
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
・

周
知
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン

ジ
色
（
六
日
町
・
塩
沢
地
域
）
や
黄
色

（
大
和
地
域
）
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
着
用
し
て

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

軽トラ市での活動を終えて（つむぎ通り）

※‌

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名
簿
を
１０
・

１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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南魚沼市民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（5月1日現在）
‌ ［任期：～令和元年11月30日］

氏　名 住　所 電話番号 担当区域
川 邊 　 滋 塩沢1488–1 782–0049 一分区
山 口 悦 男 塩沢55–9 782–9811 二分区
林 　 光 子 塩沢1319–1 782–1296 三分区（北側）
貝 瀬 幹 夫 塩沢1226–2 782–0178 三分区（南側）
長谷川正子 塩沢1090–2 782–2319 四分区
室 橋 好 子 塩沢227–2 782–0402 五分区
荒 井 良 美 塩沢1081–8 782–0829 六分区（南側）
南 雲 俊 子 塩沢853–7 782–2101 六分区（北側）
宮 田 　 正 中176 782–0776 目来田、中
峠 　 定 夫 樺野沢42 782–9060 樺野沢
若 井 行 雄 泉盛寺23–1 782–4072 天野沢、泉盛寺
田村千枝子 吉里2767 782–9021 栃窪、岩之下、北山
富井丈一郎 吉里1068 782–3921 吉里
高 橋 重 勝 片田139 782–9182 思川、片田
中 嶋 京 子 竹俣167–2 782–0797 竹俣新田、竹俣
阿 部 正 廣 島新田443 782–0850 島新田、上十日町
上 倉 春 一 中野94–1 782–2005 中子、中野、古川
林 　 秀 夫 大里121 782–9695 大里、小木六、八竜
林 　 茂 夫 大木六345 782–9610 小杉、大木六
福 山 賢 治 吉山新田31 782–2473 吉山、大木六原、柄沢
平 賀 　 昇 仙石511 782–9698 仙石、徳田
今 井 良 江 舞子1515–3 782–9441 舞子　
廣 田 　 修 舞子1819–312 783–4857 万条、大原
種 村 宗 守 姥島新田593–8 783–2619 姥島、五丁歩
平 賀 信 子 中子新田乙200 782–1055 論丸、坪池、五郎丸
林　由利子 石打664 783–2428 石打（南側）
髙 野 照 美 石打1853–5 783–3666 石打（北側）
武 淵 和 昭 関58–3 783–2044 関（南側）
林 　 初 惠 関1160 783–2221 関（北側）
飯酒盃政己 上野265 783–3270 上野

齋 木 計 治 上一日市317–5 783–4376 上一日市、下一日市、宮野下、大和
木村美枝子 君沢716 783–4034 君沢
太田喜一郎 大沢67 783–2859 大沢
太 田 忠 夫 南田中411–1 783–3276 砂押、南田中
原澤てい子 早川355 782–1104 枝吉、早川
林 　 昭 彦 雲洞716–2 782–3858 雲洞
山 口 秀 子 三郎丸61–1 782–0521 長表、三郎丸
髙 橋 　 実 長崎654–3 782–4854 金清坊、中之島
佐 瀨 良 政 長崎811 782–3132 上田掛之下、広道
川永喜美枝 長崎2905 782–3247 原芝野、横新田
阿 部 潤 子 台上28 782–3324 上神字、姥沢、台上
角 田 哲 夫 滝谷569 782–3241 滝谷、小松沢
貝 瀬 京 子 滝谷1052 782–1011 沢口、一之沢
小野塚彰一 清水467 782–3405 蟹沢、清水
桑 原 秀 幸 上十日町711–27 782–2765 主任児童委員
桑 原 　 博 塩沢1330–2 782–0272 主任児童委員
貝 瀬 米 子 滝谷112 782–3224 主任児童委員

大 和 地 域
氏　名 住　所 電話番号 担当区域
井 口 和 江 浦佐614–3 777–3464 本町、西浦、富町
石 田 典 彦 浦佐1369–2 777–4718 新町、川原町

小 澤 義 篤 浦佐291–6 777–2526 浦佐門前、浦佐上町、田町

小 島 弘 子 浦佐4428 777–3498 天王町（北西側）、浅地町
行 方 和 弘 浦佐3768 777–2752 天王町（北東側）
川 上 和 夫 浦佐4582 777–3322 天王町（南側）
関 誠 五箇1060 777–3419 町屋、岩山、境川
若 井 敏 江 浦佐5881–5 777–4013 鰕島、浦佐八色

青木てい子 一村尾315–1 777–3027
一村尾（入町・上村・
前田・中小路・
酒町）、北

小 幡 與 一 一村尾578 777–2667
一村尾（田中・
上新道・中新道・
下新道）

佐 藤 　 厚 市野江乙306 025–759–2145 後山
佐 藤 眞 一 市野江丙407 025–794–5144 辻又
豊 野 　 賢 市野江甲157 777–3282 市野江、芹田
山 田 勝 實 九日町781–3 777–3005 九日町
荻 原 和 子 九日町3050–1 777–4015 猫道、名木沢
丸 山 　 学 今町173–5 777–4270 今町、城山新田
高 橋 秀 子 大崎71–2 779–2017 上一、上二、平沢‌
松 田 賢 作 大崎4101–1 779–3284 原小路、寺中
池田美知子 大崎326 775–7096 横、下一、下二‌

中 島 安 雄 大崎1692 779–2738 柳古新田、今町新田、海士ヶ島新田

関 　 昭 穴地232–1 779–2234 穴地、穴地新田、八色原、国際町
米 山 裕 子 水尾401–3 779–2069 水尾（1・2）‌
小 林 邦 男 水尾233–1 779–2726 水尾（3・4）
久保田はるみ 船ヶ沢新田500 779–4137 大倉、船ヶ沢新田

井 口 　 一 黒土新田57–4 779–3404 黒土、黒土新田、荒金
今 井 茂 敏 桐沢130–1 779–3853 荒山、桐沢、堂島新田
佐 藤 英 敏 茗荷沢591–10 779–3109 茗荷沢、茗荷沢新田

梅 沢 孝 夫 大桑原666 779–4033 山崎新田、山崎、谷地、高田、門前

永 井 榮 子 雷土58 779–3122 芋赤、湯谷、雷土、雷土新田、前原町
小 倉 春 男 今町429 777–2189 主任児童委員
中 島 澄 江 大崎1867 779-2641 主任児童委員

塩 沢 地 域
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氏　名 住　所 電話番号 担当区域
井 嶋 正 晴 山谷1070 774–2431 山谷、宮村下新田

松 井 春 一 宮1506 774–2722 宮（宮浦・宮中）、深沢
角 田 敏 明 宮546–6 774–2838 宮（宮本・市営住宅）

若 井 泰 子 津久野65–2 772–3833
岩崎、津久野上新田、
津久野（坂井・
旭町・団地）

山 田 幸 子 津久野下新田228–1 772–3091
津久野（荒谷・中村・
宮ノ脇・段ガ巾）、
津久野下新田

石 田 良 男 二日町119 772–3693 二日町、津久野（市営住宅）

内 田 知 子 妙音寺166–1 775–2055
野際、妙音寺、
藤原、法音寺、
稲穂ヶ丘

関 　 達 雄 岡624 775–2054
岡、上出浦、
下出浦、上薬師堂、
下薬師堂

服 部 和 正 山口151 775–2346 山口、広堀、中手原
佐 藤 　 修 田崎157–1 775–2154 田崎、新堀
野 上 明 雄 泉甲265 775–2511 新堀新田、泉
並木トヨ子 麓97–3 776–3319 麓
上村三代子 長森1072–2 775–3274 長森
種 村 悦 郎 上原221–5 775–2308 上原（下）

吉 田 英 子 上原41–14 775–2073 上原（上）、池田原
久 川 　 勇 泉新田210–3 775–2229 下原、泉新田
髙 野 正 二 下原新田146–2 775–2493 下原新田、長森新田
中 俣 一 雄 野田216 776–3371 野田、北田中
杉 野 博 道 四十日396 776–3550 四十日、西
中嶋ヒデ子 四十日20–11 776–3514 四十日新道
山 本 久 一 宇津野新田421 776–3555 宇津野、青木
八 木 　 久 奥110 776–3097 奥、大杉
野澤憲之輔 寺尾718 776–3612 寺尾、押出
羽 吹 勇 男 五日町183–1 776–2412 五日町3区
井口フミ子 五日町1194–1 776–3064 五日町2区、欠之下
恩田千惠子 五日町409–1 776–2313 五日町1区
井 口 幸 治 六日町942–1 773–6566 主任児童委員
若 井 利 信 新堀520 775–2606 主任児童委員
西野富次男 五日町2370–4 776–2860 主任児童委員
※一部常用漢字で表記しています

六 日 町 地 域
氏　名 住　所 電話番号 担当区域
田 村 幸 一 六日町1006–2 772–3673 上町1丁目1区
中 澤 雅 美 六日町1098–4 773–6151 上町1丁目2区
湯 川 　 実 六日町940–2 772–3747 上町1丁目3区
久保田　薫 六日町789–14 772–3635 上町1丁目4区
佐 藤 忠 作 六日町1303–7 772–2708 上町2丁目
坂 西 和 子 六日町1833 772–2036 仲町、旭町
澤 田 照 夫 六日町424–1 772–4446 大和町1丁目
金井惠美子 六日町460–5 773–6525 大和町2丁目
阿 部 俊 彦 六日町576–6 772–4510 栄町
伊 藤 尚 典 六日町180 772–3630 伊勢町‌‌
上 村 洋 子 六日町2717 773–6422 緑町

大 平 力 男 六日町2013 772–3261
田中町（1～ 3区
と 旧 国 道291号
より東側）

岩 野 弘 一 六日町6–10 772–3836
田中町（旧国道
291号より西側・
平手川より北側）

井口久美子 八幡17–1 772–3489 八幡1・2区
庭 野 　 泰 坂戸204–4 773–5170 坂戸（上）
石 塚 　 修 坂戸206–7 773–6761 坂戸（下）

戸 田 要 一 美佐島1739–2 773–5425
八幡3区、美佐島
1～ 4（市道美佐
島国道17号線よ
り南側）･9･10区

戸 田 耕 二 美佐島969 773–5594
美佐島3・4（市道
美佐島国道17号線
より北側）･5･6･7
区、庄之又

吉 樂 　 學 美佐島81–14 773–3288 美佐島8区、北辰
阿 部 　 清 欠之上599 773–5584 欠之上、川窪
發 地 　 豊 君帰264 770–2886 君帰
小 林 雅 孝‌ 余川1506–7 778–0093 余川本町
若 井 義 博 余川1590 773–5444 飯綱町

髙 村 悦 子 余川1378–14 772–7852 学校町1丁目、3丁目

河 野 陽 子 六日町2955 772–7446 学校町2丁目、4丁目
山 田 　 博 小栗山627 773–5081 小栗山1～ 3区
渡 邊 　 隆 小栗山1502 773–5029 小栗山4・5区

大 平 文 利 六日町1069–7 772–3129 沖町、西泉田（市営住宅）

髙 野 　 誠 西泉田751 773–2285 西泉田（市営住宅除く）、若葉町‌
星 野 栄 子 東泉田710–3 773–2732 東泉田
本 多 茂 夫 大月209 772–4167 上大月、下大月

上 田 宗 徳 永松224 774–2410 蛭窪、原、日の出町、永松

丸 山 満 雄 畔地716–1 774–2624 畔地、畔地新田、小川

今井美与子 野中125 774–3153 清水瀬、野中、土沢、舞台

勝 又 榮 一 中川728–3 774–3004 京岡、京岡新田、中川、中川新田、金城
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【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
８

－

０
２
２
０

水
道
の
検
針
再
開
は
、�

５
月
２０
日
～

　
積
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
た
検
針
を
再

開
し
ま
す
。
冬
期
間
に
概
算
で
い
た
だ
い

た
料
金
を
精
算
し
、
６
月
中
旬
に
「
冬
期

精
算
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

冬
期
概
算
制
度

　

積
雪
の
多
い
期
間
（
１２
月
～
４
月
）、

前
年
の
実
績
な
ど
に
基
づ
い
て
設
定
し
た

概
算
料
金
で
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
５
月

の
検
針
結
果
で
精
算
す
る
制
度
で
す
。

使
用
水
量
が
多
い
場
合
は

　
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に

記
載
し
た
水
量
は
、
１２
月
～
５
月
の
使
用

量
か
ら
１２
月
～
４
月
の
冬
期
間
の
認
定
水

量
を
差
し
引
い
た
使
用
量
で
す
。
利
用
人

数
が
増
え
た
な
ど
の
理
由
が
な
く
使
用
水

量
が
不
自
然
に
多
い
場
合
は
、
漏
水
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

料
金
の
減
免
制
度

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
は
、
使

用
者
の
管
理
で
す
。
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
た

分
は
、
理
由
を
問
わ
ず
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
善
良
な

管
理
を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
破

損
や
故
障
に
よ
る
や
む
を
得
な
い
漏
水
は
、

料
金
の
一
部
を
減
免
し
ま
す
。

必
要
書
類

　
減
免
申
請
書
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
修
理
証
明
、
修
理
前
後
の
写
真
、

修
理
か
所
の
図
面

減
免
対
象
外
の
事
例

・‌

不
注
意
に
よ
る
流
し
っ
ぱ
な
し
、
一
般

的
に
想
定
で
き
る
破
損
な
ど
、
管
理
の

不
備
が
認
め
ら
れ
る
場
合

・‌

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
が

修
繕
し
た
場
合

漏
水
の
確
認
方
法

①‌

家
中
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
て
、
水
道

を
使
用
し
て
い
な
い
状
態
に
す
る

②‌
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、

メ
ー
タ
ー
を
見
る

③‌

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
少
し
で
も
回
っ

て
い
れ
ば
漏
水
で
す

　
漏
水
の
場
合
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
連
絡
し
て
、
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
は
自
己
負
担
で
す
。

‌

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
適
切
な
管
理
を

　

車
両
に
よ
る
破
損
や
沈
下
を
防
護
し
、

上
に
物
を
置
か
な
い
、
近
く
に
犬
を
つ
な

が
な
い
な
ど
、
検
針
が
で
き
る
状
態
を

保
っ
て
く
だ
さ
い
。

親の教えを思い出す ～枕元に翌日着る服を用意～

平成16年7月新潟・福島豪雨（平成16年7月）（三条市　災害当時40代�女性）
　私たち、小さいころは、寝るときに、翌日着る服とかを枕元に用意しなさいみたいなことは、結
構言われていたんだけど、いつの間にやら、そんなの、もうどこかに飛んじゃっていました。
　だけど、近所のひとり暮らしのお年寄りの人で、常に登山用みたいなリュックに、貴重品とか下
着1枚とかティッシュとか、最低限のものを詰めていて、
それを持っているという人がいたんです。
　その人のおうちが、やっぱり170センチぐらい水が
上がったんですね。だから、それを持って2階に上がっ
たそうです。ほかの電化製品なんかは、上げている余裕
はないんだけど、とにかくそれを持って2階に上がった
そうです。
　昔、よく親から「夜、寝るときには、服をきちんと枕
元に置きなさい」と言われたのを思い出して「ああ、
やっぱりしなきゃいけないんだな」と思いました。

一 日 前 プロジェクト（災害に備えて）
【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660
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午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館‌

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館‌

多
目
的
室

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

そ
と
へ
で
か
け
よ
う
！

　
１
年
に
１
回
の
人
形
劇
団
を
招

い
た
特
別
編
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
１１
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館‌
多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
み
ど
り
が
い
っ
ぱ
い
」

内�

容　
人
形
劇
「
お
む
す
び
こ
ろ

り
ん
、
く
い
し
ん
ぼ
う
の
ミ
ー

ち
ゃ
ん
」、
本
の
紹
介
ほ
か

対
象　

　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演　
オ
フ
ィ
ス
や
ま
い
も

開
館
時
間
の
変
更

　
南
魚
沼
市
図
書
館

期�

間　
５
月
１
日（
水
・
祝
）～
６

日（
月
・
振
休
）

開
館
時
間　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
６
時

テ
ー
マ
展
示

お
茶
を
楽
し
も
う

　

新
茶
の
美
味
し
い
季
節
で
す
。

ウ
ー
ロ
ン
茶
・
紅
茶
も
緑
茶
と
同

じ
種
類
の
茶
葉
か
ら
作
ら
れ
て
い

る
と
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
ん
な

お
茶
の
製
法
や
歴
史
、
茶
葉
を

使
っ
た
料
理
・
お
菓
子
の
レ
シ
ピ

な
ど
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

か
た
つ
む
り
を
つ
く
ろ
う
！

　

か
た
つ
む
り
を
作
り
、
色
紙

シ
ー
ル
と
一
緒
に
台
紙
に
貼
っ
て
、

き
れ
い
な
紫あ

じ
さ
い
陽
花
を
作
ろ
う
。

日
時　
５
月
２４
日
㈮

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、手
遊
び
、歌
、工
作
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

講
談
社
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国

訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
や
っ
て

く
る

　

お
は
な
し
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
５
５
０
冊
以
上
の
絵
本
を

乗
せ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
の
中
の
絵
本
を
自
由
に

閲
覧
し
た
後
、
紙
芝
居
や
絵
本
の

お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
１８
日
㈯

　
午
後
３
時
３０
分
～
４
時
３５
分

会
場　
図
書
館‌

多
目
的
室

入
場　
無
料

※
入
場
整
理
券
を
図
書
館
で
配
布

定
員　
子
ど
も
２０
人

　
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
）

巡
回
図
書
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
４
月
１９
日
㈮
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
塩
沢
図
書
室
は

５
月
１６
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

図
書
館
開
館
５
周
年
記
念

「
真
珠
ま
り
こ
」
絵
本
ラ
イ
ブ

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の

　

お
は
な
し
会
」

　
「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」

シ
リ
ー
ズ
や
「
お
べ
ん
と
う
バ

ス
」
な
ど
で
人
気
の
真
珠
ま
り
こ

さ
ん
を
招
い
て
、
楽
し
い
お
は
な

し
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館‌

多
目
的
室

出
演　
真
珠
ま
り
こ
さ
ん

�

（
絵
本
作
家
）

入
場　
無
料

※
入
場
整
理
券
を
図
書
館
で
配
布

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
、

一
般

定
員　
１
０
０
人

5月の開館日時
南魚沼市 　��月～金9：30～ 20：00�（土日祝 19：00まで）�

休館�7日㈫、16日㈭（図書整理日）
大　和 　��☎777－4671　火～日祝 9：00～ 19：00�

休館���13日㈪、20日（月）、27日㈪
塩　沢 　����☎782－0100 

9：00～ 20：00（��月土日祝 17：00まで）

【申込み・問合せ】南魚沼市図書館　☎773－6677

みんなの 図書館

高
血
圧
予
防

　

５
月
１７
日
㈮
は
、「
高
血
圧
の

日
」
で
す
。
病
気
を
予
防
し
、
健

康
に
過
ご
す
た
め
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

こ
こ
ろ
を
整
え
る

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
か
月
。

ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
心
が
ホ
ッ
と
す

る
、
そ
ん
な
本
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
鳥
週
間

　
５
月
１０
日
㈮
～
１６
日
㈭
は
、
愛

鳥
週
間
で
す
。
鳥
の
図
鑑
、
写
真

集
、
雑
学
本
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

新
緑
の
季
節
、
鳥
の
鳴
き
声
に
耳

を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
キ
ン
バ
イ
コ
ウ
ダ
ン
②
」

�

（
１
１
４
分
）

　
市
内
の
梅ば

い
桜お

う
亭
で
、
寄
席
を
毎

月
開
催
し
て
い
る
講
談
師
「
宝
井

琴き
ん
梅ば

い
」
さ
ん
の
講
談
を
収
録
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
５
月
９
日
㈭

　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
図
書
館‌

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
高
齢
者

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
５
月
１９
日
㈰

もったいないばあさん
Ⓒ真珠まりこ

市報 みなみ魚沼　令和元年5月1日発行13

まなびのひろば



常設展 　～彫る�摺
す

る�画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　期間　6月12日㈬まで

春の情景と美人画展
　初代歌川豊国の生誕250周年を記念し、喜多川歌麿、
歌川国芳らの美人画を展示します。
　吉田博らが描く、春をテーマにした風景画も共に展
示します。春の情景と伝統的な日本の美を感じてみま
せんか。

セピック・アート（造形美術）の世界
　儀礼用カヌー、精霊像、精霊堂の模型、祖霊の仮面、
割れ目太鼓、食器、腕輪、ペンダント、ストーリー
ボード、漁労具、槍など貴重で独特な作品約60点を
展示します。

北越雪譜いろはかるたより
　いろは「に」ほへと
　「逃

に

入
ごろ

村
むら

　文字を知るは　たたりあり」
　逃入村には、菅

すがわらのみちざね

原道真を陥れた藤
ふじわらの

原
時
とき

平
ひら

のものといわれる塚がある。その
塚のせいか昔からここの村人が文字を
覚えると天満宮（道真を祀

まつ

る場所）の
祟りがあるといわれた。

既視から未視へ　高橋洋子・霜田文子 二人展
期間　6月3日㈪まで
　高橋洋子さん（銅版画）、霜田文子さん（油彩画・
バーントドローイング）の二人展。
詩の朗読会
日時　5月5日（日・祝）　13：00～ 14：00
料金　1,000円　
ワークショップ
火遊びでアート 　講師：霜田文子さん
日時　5月6日（月・振休）　10：30～正午
料金　500円
ドライポイント体験 　講師：高橋洋子さん
日時　5月11日㈯‌ 正午～午後4時　料金　1,500円

押し花体験会
日時　5月4日（土・祝）　10：00～ 15：00
　押し花で絵はがきや額などを作ります。
講師　関‌厚子さん
費用　200円～ 2,000円（材料費）

池田記念美術館
開館9：00～ 17：00（入館終了16：30）

5月の休館：8日㈬、15日㈬、22日㈬、29日㈬
☎780－4080　FAX 777 －3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

富岡惣一郎 没後25周年「トミオカホワイトの世界」
期間　7月16日㈫まで
　「雪国に生まれた作品は雪国に帰したい」と、
美術館の建設地に八海山麓を選んだ富岡惣一郎
が亡くなって25年がたちました。画集に収録
された代表作の他に、俳句雑誌の表紙に起用さ
れた「熊野峠」を初展示しています。

ラウンジ展 5月  観覧無料
城内さんぽ～ふるさと歳時記～
　城内の歳時などを井口亘

わたる

さん（城内出
身）のイラストで紹介します。
市民ギャラリー
　川永フミ「手染めの花展～山野草に魅
せられて～」

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～17：00（入館終了16：30）  5月の休館：8日㈬、15日㈬、22日㈬、29日㈬

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円

開館9：00～ 17：00（入館終了16：30まで）
5月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

鈴木牧之記念館
☎・ FAX 782－9860 URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥ 大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

☎775－3646　FAX 775－3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

市民無料の日：18日㈯、28日㈫

永遠の流れB

結成60周年記念  ベンチャーズ ジャパン・ツアー 2019
　結成60周年を迎えるベンチャーズが南魚沼にやっ
てくる。夏の風物詩、ベンチャーズサウンドをお楽し
みください。
日時　9月10日㈫
‌ 18：30 ～（開場18：00）
会場　市民会館‌大ホール
チケット　全席指定　6,000円
※未就学児入場不可
発�売日　5月19日㈰から市民会館と会館プレイガイ
ドで発売。賛助会員は5月12日㈰から市民会館で
先行発売。

南魚沼市民会館
開館8：30～ 17：15

5月の休館：7日㈫、13日㈪、20日㈪、27日㈪
☎773－5500　FAX 772－8161　URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

開館9：00～ 16：30  5月の休館：毎週火曜日
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魚
野
川
筋
を
徒
歩
に
よ
り
調
査
し
、
数
十

人
に
も
お
よ
ぶ
川
舟
の
当
時
の
様
子
を
知

る
関
係
者
へ
の
聞
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、

調
査
報
告
と
一
体
と
な
る
当
時
の
状
況
を

描
い
た
約
７０
数
点
の
版
画
作
成
を
経
て
、

昭
和
３８
年
３
月
に
版
画
集
「
川
舟
物
語
」

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
魚
野
川
の
話
、
川
舟
の
変へ

ん
遷せ

ん
の
話
に
は

じ
ま
り
、
船
頭
唄
、
川
舟
と
鈴
木
牧
之
、

魚
野
川
に
関
す
る
伝
説
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
時
の
調
査
記
録
が
現
存
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
不
明
で
す
。
も
し
現
存
し
て
い

れ
ば
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
所

在
を
ご
存
じ
の
人
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

版画集『川舟物語』（初版）

　
南
魚
沼
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
事
項
の
ひ
と
つ
に
魚
野
川
の
川
舟
が

あ
り
ま
す
。

　
魚
野
川
の
川
舟
は
、
年
貢
米
や
生
活
物

資
の
運
搬
、
人
び
と
の
交
通
手
段
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
、

南
魚
沼
に
１
０
０
艘そ

う
も
の
川
舟
が
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
大
正
１２
年
の
上
越
線
開
通

に
よ
っ
て
利
用
が
激
減
す
る
ま
で
、
こ
の

地
域
に
と
っ
て
重
要
な
輸
送
手
段
の
役
目

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
３７
年
４
月
、
六
日
町
中
学
校
で
は
、

忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
川
舟
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
し
、
川
舟
の
様
子
を
描
い
た

版
画
を
添
え
て
後
世
に
資
料
と
し
て
残
そ

う
と
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
昭
和
３７
年
４
月
～
同
３８
年
２

月
に
同
校
の
郷
土
研
究
部
と
美
術
部
が
主

体
と
な
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
を
始
め

て
み
る
と
川
舟
に
関
す
る
残
さ
れ
た
資
料

は
少
な
く
、
上
越
線
の
開
通
か
ら
約
４０
年

を
経
過
し
た
昭
和
３０
年
代
後
半
と
も
な
る

と
当
時
の
こ
と
を
知
る
関
係
者
も
少
な
く

な
り
、
調
査
は
難
航
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
六
日
町
・
浦
佐
・
小
出
・
川
口
に
至
る

資
料
保
管
な
ど
の
お
願
い

　
家
庭
や
行
政
区
、
各
種
の
団
体
な
ど
に

残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
か
ら
最
近
ま
で
の

資
料
は
、
移
り
行
く
地
域
の
様
子
や
歴
史

を
後
世
に
語
り
継
ぐ
う
え
で
貴
重
な
歴
史

的
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
地
域
特
有
の
行
事
や
風
習
、
行
政

区
な
ど
で
独
自
に
取
り
組
ん
だ
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
関
す
る
事
項
は
、
他
所
で
記
録

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
地

域
の
文
化
な
ど
を
継
承
し
て
い
く
う
え
で

も
、
ぜ
ひ
記
録
・
保
管
し
後
世
に
伝
え
て

い
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
発
刊
さ
れ
て
き
ま
し
た
多

く
の
郷
土
史
を
は
じ
め
、
現
在
、
編
集
を

行
っ
て
い
る
『
六
日
町
史
』、『
大
和
町
の

近
現
代
』
な
ど
も
こ
う
し
た
地
域
に
残
さ

れ
た
資
料
が
な
け
れ
ば
、
編
集
・
発
刊
す

る
こ
と
は
困
難
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
古
文
書
や
行
政
区
資
料
な
ど
の
保
管
が

難
し
く
な
り
処
分
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場

合
、
保
存
や
分
類
の
方
法
な
ど
で
お
困
り

の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課�
郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
78

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
２３
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎‌

南
分
館
１
階‌

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
３０
分

締
切
り　
５
月
２２
日
㈬　
正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※‌

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

版
画
集
『
川
舟
物
語
』（
復
刻
版
）
は
、

１
冊
１
，２
０
０
円
で
販
売
中
で
す

文書整理の一例
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
５月の休館日

13日㈪、20日㈪、27日㈪

体育施設の案内
　利用料金や利用方法などは、各申込み先にお問い合わせください。利用をお待ちしています。

施設名 申込み先 電話番号

六
日
町
地
域

ディスポート南魚沼
プール（25ｍ・ちびっこ）

ディスポート南魚沼
火～土曜日
‌ 9：00 ～ 21：30
日曜日・祝日
‌ 9：00 ～ 17：00

773–6620

体育館、トレーニングルーム
二日町体育館 体育館
五日町雪国スポーツ館 体育館
二日町グラウンド 野球
二日町テニスコート ハードコート
小栗山サンスポーツランド
月～金曜日‌
‌ 13：00 ～ 21：30
土曜日‌ 9：00 ～ 21：30
日曜日・祝日‌
‌ ‌9：00 ～ 17：00
※‌4/29（月・祝）～ 3（金・祝）
‌ 9：00 ～ 21：30

スケートパーク（ナイター付）
（全面コンクリート：‌
‌ 8セクション）
テニスコート（ナイター付）
（ゴムチップウレタン）
ゲートボールコート‌
‌ （クレーコート）

～ 11/10㈰
小栗山サン
スポーツラ
ンド管理棟

772–7567

上記以外 ディスポー
ト南魚沼 773–6620

塩
沢
地
域

塩沢勤労者体育センター 体育館

ディスポート南魚沼 773–6620

塩沢グラウンド 多目的グラウンド
塩沢ゲートボール場 ゲートボール場
大福寺工業団地多目的広場 多目的グラウンド
中之島農村広場 多目的グラウンド
すぱーく塩沢 室内ゲートボール場

大
和
地
域

浦佐グラウンド 多目的グラウンド

ディスポート南魚沼
大和公民館

773–6620
777–4671

浦佐体育館 体育館
大和野球場 野球（ナイター付）
大和B&G海洋センター 体育館　

※屋外体育施設は5月1日（水・祝）からオープンします（小栗山サンスポーツランドは4月20日㈯から）

トレーニングマシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い方を覚えられ
て簡単に利用できます。
日時　5月19日㈰　12：00～ 13：30
対象　中学生以上
定員　6人（先着）

受講料　会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）
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【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

中
央
公
民
館
教
養
講
座　

ヨ
ガ
・
ル
ー
シ
ダ
ッ
ト
ン
講
座

�

（
夜
間
の
部
）

　
体
が
硬
い
、
運
動
が
苦
手
な
人
な

ど
、
体
が
変
わ
っ
て
い
く
楽
し
さ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　
５
月
１０
日
～
の
毎
週
金
曜
日

会�

場　
中
央
公
民
館
２
階‌

和
室

　
（
市
民
会
館
内
）

時
間　
午
後
７
時
３０
分

講
師　
関‌

千
恵
子
さ
ん

対
象　
２０
歳
以
上
の
女
性

受
講
料　
月
額
２
，０
０
０
円

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

持�
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
市
民
会
館
内
）

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

「
熱
中
症
の
予
防
対
策
」

講
習
会

　
熱
中
症
を
正
し
く
学
べ
る
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
経
験
の
あ
る

人
、
初
め
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
５
月
３０
日
㈭　
午
後
７
時
～

会�

場　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
２
階

　
大
会
議
室

内
容　
熱
中
症
の
予
防
対
策

対
象　

　

‌

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
愛

好
家
な
ど
、
ど
な
た
で
も

講
師　
消
防
本
部‌

救
急
救
命
士

参
加
費　
無
料

締
切
り　
５
月
２９
日
㈬　

　
午
後
５
時
１５
分

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　
今
年
度
も
、
楽
し
い
教
室
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
初
め
て
の
人
、
里
帰
り

の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、
み
ん

な
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

「
心
豊
か
な
子
育
て
教
室
」

開
講
式

日
時　
５
月
１１
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館‌

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

　

‌「
は
じ
ま
る
よ
。
ワ
ク
ワ
ク
、
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ

う
！
」
少
年
少
女
合
唱
団
と
歌
お

う
。
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
あ

り
ま
す
。

対
象

　

‌

０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
な
ど

料
金　
１
人
１０
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

※‌

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い

第2期　スポーツチャンバラ教室
　空気の入った剣で戦います。親子での参加も大
歓迎！
日時　‌6月18日・25日、7月2日・9日・23日
　　　（火曜日、全5回）19：00～ 20：00
対象　小学生以上
定員　10人（先着）
受講料　会員：新規受講は無料、
　　　　再受講は1,020円、一般：2,050円
受付開始　5月7日㈫　9：00～

申込み　‌ディスポートに設置の申込書を記入し、料金を添えてフロントにお申し込みください。定員
に達し次第締め切ります（電話での受付はできません）

　　　　‌保険料は、年会費と受講料に含まれています（当該教室時のみ有効）
　　　　不明な点などは、スポパラ事務局まで

第2期　ベビーマッサージ教室
　赤ちゃんとの肌の触れ合いを体感し、親子の絆
を深めよう。
日時　6月20日・27日、7月4日・11日・18日
　　　（木曜日、全5回）10：30～ 12：00
対象　生後2か月～ハイハイ前の乳児と母親
定員　11人（先着）
受講料　会員：2,050円、一般：4,110円
※別途、材料費500円が必要
受付開始　5月9日㈭　9：00～
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

�

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会

　
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
、
弁
護
士

に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
情

報
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

　
（
受
付　
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　
道
の
駅
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町

　
第
１
・
２
会
議
室
〔
十
日
町
市
本
町
〕

費
用　
無
料

※‌

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
当
日
会
場

で
の
申
込
み
も
可

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－
６
８
１
１

県
外
で

定
期
予
防
接
種
を
受
け
た
い
人
へ

　
県
外
で
の
定
期
予
防
接
種
を
希
望
す
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
課
に
実
施
依
頼

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
実
施
依
頼
申
請
書
を
提
出
し
て
か
ら
実

施
依
頼
書
の
交
付
ま
で
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
申
請
は
、
予
防
接
種
後
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

対
象

・
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
申
請
書
は
、
保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

�
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

　
高
等
学
校
の
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き

こ
も
り
に
悩
み
、
就
学
や
就
労
に
と
ま
ど

う
若
者
を
家
族
と
し
て
理
解
し
、
支
え
る

た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
相
談
員
が
気
軽
に
語
り
合
え
る
よ
う
に

進
め
、
研
修
会
な
ど
の
情
報
も
紹
介
し
ま

す
。

日
時　
５
月
２５
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
３９

歳
の
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
悩

む
若
者
の
家
族

申
込
み

　

‌

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
介
護
保
険
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
筋
力
づ
く
り
教
室
を
運
営
す
る
筋
力
づ

く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
自
身

の
健
康
づ
く
り
も
兼
ね
て
、
筋
力
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
で
活
躍
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

足
腰
の
健
康
は
介
護
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す

　
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
主
な
原

因
は
、
認
知
症
と
筋
肉
や
骨
の
疾
患
で
す
。

介
護
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
筋

力
の
低
下
と
と
も
に
膝
痛
・
腰
痛
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
運
動
習
慣
が
あ
る

こ
と
は
認
知
症
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
は
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
誰
で
も
で
き
る
筋
力
づ
く

り
　
普
段
の
生
活
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
筋
力
づ
く
り
教
室
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
「
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体

操
」
で
す
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
筋
力
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
、
関
節
へ
の
負
担
も

少
な
く
、
足
腰
に
痛
み
が
あ
る
高
齢
者
な

ど
で
も
無
理
な
く
で
き
る
体
操
で
す
。

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　
筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の

集
会
所
な
ど
で
行
う
筋
力
づ
く
り
教
室
で

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
を
地
域
住
民
に
教

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
南
魚
沼
市
筋
力
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
を
結
成
し
、
１
１

１
会
場
の
教
室
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

募
集
人
員　
３０
人
程
度

※‌

応
募
多
数
の
場
合
は
、
地
域
の
筋
力
づ

く
り
教
室
の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

募
集
要
件　

　

‌

月
～
金
曜
日
の
日
中
、
定
期
的
に
地
域

の
筋
力
づ
く
り
教
室
に
参
加
で
き
る
人

講
座
内
容

　

‌

筋
力
づ
く
り
に
必
要
な
知
識
や
技
術
と
、

参
加
者
へ
の
指
導
技
術
の
習
得

参
加
費　
無
料

日�

程
　

‌

６
月
５
日
～
８
月
７
日
の
毎
週
水
曜
日

（
全
１０
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

締
切
り　
５
月
３１
日
㈮

講
師　
関
口
陽
子
さ
ん

　

‌（
エ
リ
ア
・
ド
ゥ
２１‌

健
康
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
鈴
懸

�
☎
７
８
０

－

４
１
１
８

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
７

－

３
７
３
１

き
た
や
ま
お
さ
む
講
演
会

　
社
会
福
祉
法
人
桐
鈴
会
設
立
２０
周

年
を
記
念
し
、
精
神
科
医
き
た
や
ま

お
さ
む
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
出
身
で
筑
波
大
学
付

属
視
覚
特
別
支
援
学
校
中
学
部
２
年

生
の
石
田
乃の

彩あ

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

演
奏
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
２６
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時
４５
分

　
（
開
場　
午
後
１
時
３０
分
）

会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　
さ
わ
ら
び

講
師　
き
た
や
ま
お
さ
む
さ
ん

　
（
精
神
科
医
）

演
題　
「
潔
く
あ
き
ら
め
な
い
」

参
加
費　
５
０
０
円

そ�

の
他　
車
い
す
席
あ
り
。

　

‌

託
児
あ
り
（
別
途
お
や
つ
代
と
し

て
１
０
０
円
、
事
前
申
込
み
が
必

要
）

申
込
み

　

‌

入
場
券
や
託
児
な
ど
詳
し
く
は
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
鈴
懸
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者

�

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な

い
」「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取
れ
な

い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し

ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
感
じ
方
に

触
れ
な
が
ら
、
人
と
交
流
す
る
楽
し

さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
１６
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

場
　

‌

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階‌

音
楽
室

対
象

　

‌

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
３９

歳
の
人

締
切
り　
５
月
１４
日
㈫

申
込
み　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30～ 11：30　〔診療〕 9：00～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30～ 16：00　〔診療〕14：00～
◎2日（木曜日）は休日ですが、田中先生の診療を行います。
◆堀内先生の診療日は10日（金曜日・午前）となります。
■5月から第2・第4水曜日に松田康伸先生の診療を行います。
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

休‌‌診 ◎田　中 休‌‌診 休‌‌診 休‌‌診

６日 ７日 ８日 ９日 　10日 11日 12日

休‌‌診 田　中 ■松　田　 髙　橋 ◆堀内・髙橋 福本 休診 休‌‌診

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休‌‌診

20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日

髙　橋 田　中 ■松　田　 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休‌‌診

27日 28日 29日 30日 31日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋

5月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
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【
問
合
せ
】
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受

信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
１
２
０

－

７
０
０

－

０
１
２

７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会

テ
レ
ビ
受
信
対
策
工
事

　
５
月
２３
日
㈭
か
ら
、
市
内
で
各
携
帯
電

話
事
業
者
が
新
し
い
電
波
（
７
０
０
Ｍ
Ｈ

ｚ
帯
）
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
一
部
の
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
影
響
す
る
と
思

わ
れ
る
地
域
に
、
５
月
初
旬
か
ら
チ
ラ
シ

が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
生
じ
た
場
合
は
、

無
償
で
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
。
連
絡
先

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ

　

‌

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０

－
７
０
０

－

０
１
２

※‌

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番

号
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
０
５

０

－
３
７
８
６

－

０
７
０
０
（
有
料
）

に
お
掛
け
く
だ
さ
い

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
１０
時

　
（
年
中
無
休
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
上
田
ふ
る
さ
と
協
議
会

　
〔
上
田
地
区
セ
ン
タ
ー
〕

�

☎
７
８
２

－

５
３
０
１

第
１２
回
登
川
清
流
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

　
登
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
家

族
や
友
人
と
一
緒
に
走
り
ま
せ
ん
か
？

日�

時　
６
月
１６
日
㈰　
午
前
９
時
～

　
（
受
付　
午
前
８
時
２０
分
、
雨
天
決
行
）

会�
場　
上
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

登
川
河
川
公
園
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

部�

門
・
小
学
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
一
般
：
２
㎞

・
中
学
生
・
一
般
：
４
．５
㎞

・
一
般
：
８
．５
㎞

料�

金
・
小
中
学
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
：

　
１
人
５
０
０
円

・
高
校
生
以
上
：
１
人
１
，０
０
０
円

※‌

締
切
り
後
は
、
参
加
費
を
返
金
で
き
ま

せ
ん

締
切
り　
６
月
５
日
㈬

申�

込
み
先　
上
田
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市
民

会
館
、
大
和
・
塩
沢
公
民
館
、
上
田
の

郷
、
若
松
屋
、
大
塚
酒
店
、
響
、
サ
ト

ウ
ス
ポ
ー
ツ

【
問
合
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

第
１５
回
さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

　
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
新
緑

の
八
色
の
森
公
園
を
家
族
や
友
人
と
走
り

ま
せ
ん
か
？

　
部
門
・
男
女
別
に
上
位
６
位
ま
で
表
彰
。

豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�

時　
６
月
２
日
㈰

　
午
前
９
時
３０
分
ス
タ
ー
ト

　
（
雨
天
決
行
）

会�

場　
八
色
の
森
公
園
周
辺
特
設
コ
ー
ス

部�

門
・
チ
ビ
っ
子
の
部
：
約
５
０
０
ｍ

・
小
学
４
年
生
以
下
の
部
：
約
９
０
０
ｍ

・
小
学
生
の
部
：
２
㎞

・
一
般
：
２
㎞
、
５
㎞

※‌

小
学
４
年
生
以
下
の
部
よ
り
、
タ
イ
ム

計
測
し
ま
す

参
加
資
格

・
チ
ビ
っ
子
の
部
：

　
４
歳
～
小
学
２
年
生
以
下

・
小
学
４
年
生
以
下
の
部
：

　
小
学
４
年
生
以
下

・
そ
の
他
の
部
門
：

　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

参
加
費

・
中
学
生
以
下
：
５
０
０
円

・
高
校
生
・
一
般
：
１
，０
０
０
円

締
切
り　
５
月
２１
日
㈫

申�

込
窓
口　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
民
会

館
内
）、
大
和
・
塩
沢
公
民
館
、
デ
ィ

ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
、
南
魚
沼
市
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】　
建
設
課 

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

魚
野
川
河
川
美
化
運
動
参
加
者
募
集

　
ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
で
は
、
５
月
～
１０
月
の
毎
月
第
４

土
曜
日
に
１
時
間
程
度
、
六
日
町
大
橋
付

近
の
河
川
敷
で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

５
月
の
活
動　
５
月
２５
日
㈯

　

‌

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の
下
に
集

合
（
坂
戸
側
）

注�

意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
あ

り
ま
せ
ん
。
個
人
責
任
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板
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【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５

－

７
９
４

－

２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

６
月
入
校
生
募
集

介
護
員
養
成
科
１
期
（
６
月
入
校
）

対�

象　
介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
人

期
日　
６
月
１４
日
㈮
～
９
月
１０
日
㈫

　
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
５０
分

　
（
実
習
時
は
変
更
あ
り
）

会�

場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

〔
西
泉
田
〕

定
員　
１５
人

費�

用　
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
５
月
２３
日
㈭

事
務
応
用
科
１
期
（
６
月
入
校
）

対�

象　
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
や
簿
記

を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
日　
６
月
１１
日
㈫
～
１０
月
７
日
㈪

　
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
５０
分

会�

場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

〔
西
泉
田
〕

定
員　
１９
人

費�

用　
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
５
月
２１
日
㈫

【
問
合
せ
】

　
国
際
大
学 

教
務
事
務
室
（
川
邊
）

 

☎
７
７
９

－

１
４
９
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
９

－

１
１
８
７

 

メ
ー
ル　

jlp@
iuj.ac.jp

第
２7
回
国
際
大
学 

留
学
生

日
本
語
発
表
・
交
流
会

　
国
際
大
学
留
学
生
日
本
語
発
表
・
交
流

会
は
、
国
際
大
学
の
留
学
生
が
日
ご
ろ
の

学
習
の
成
果
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

　
留
学
生
が
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま

す
。
ま
た
、
地
元
の
中
学
生
・
高
校
生
に

よ
る
英
語
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。
留
学
生

と
日
本
語
で
会
話
を
楽
し
む
交
流
会
も
行

い
ま
す
。
軽
食
を
と
り
な
が
ら
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
交
流
会
で
す
。

　
発
表
会
か
交
流
会
、
い
ず
れ
か
の
み
の

参
加
も
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
５
月
２４
日
㈮

発
表
会　
午
後
６
時
～
７
時
３０
分

交
流
会　
午
後
７
時
３０
分
～
８
時
３０
分

会
場　
国
際
大
学‌

図
書
館
３
階‌

ホ
ー
ル

費
用　
無
料

コース名 実施期間 曜日 時間
ISO9001：2015新規内部
監査員養成研修○補 6/ 3・4（2日間） 月・火 9：00～ 16：50

エクセル中高年○補 6/ 4 ～ 7/ 2（全 9回） 火・金 18：30～ 21：20

エクセル基礎○補 6/ 6 ～ 7/ 4‌（全 9回） 月・木 18：30～ 21：20

中堅社員養成○補 6/ 7 ～ 6/25‌（全 6回） 火・金 18：30～ 21：20

第2種電気実技○補 6/20 ～ 7/18‌（全 9回） 火・木 18：30～ 21：20

パワーポイント体験講座 6/ 8（1日） 土 13：00～ 15：50

パワーポイント基礎○補 6/25 ～ 7/12‌（全 6回） 火・金 18：30～ 21：20

建設業経理士2級○補 6/28 ～ 9/ 4‌（全27回） 月・水・金 18：30～ 21：20

法面ロープ高所作業に係る
特別教育 6/ 7（1日） 金 講習時間7時間

足場の組立て等特別教育 6/17（1日） 月 講習時間6時間

アーク溶接作業従事者特別
教育 6/26 ～ 6/28‌（3日間） 水・木・金 講習時間21時間

○補：市の「中小企業研修受講料補助金」に該当
※申込者が少数の時は、開講できない場合があります。詳しくは、お問い合わせください

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

�

☎
７
７
２

－

４
５
５
４　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
８

－

１
１
５
８

６
月
開
講
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

　
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
問
合
せ
】
市
立
総
合
支
援
学
校

　
共
生
社
会
づ
く
り
推
進
室

�
☎
７
７
３

－

３
７
７
０

ス
プ
リ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
新
成
人
の
集
い
）
開
催

　
大
勢
の
人
が
集
ま
る
場
所
や
、
長
時
間

座
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
が
苦
手
な
新
成
人

と
そ
の
家
族
の
た
め
に
、
成
人
に
な
る
節

目
を
地
域
の
人
と
一
緒
に
祝
う
温
か
な
会

を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　
５
月
１２
日
㈰　
午
後
１
時
～
２
時

会
場　
市
立
総
合
支
援
学
校

【
問
合
せ
】
良
寛
ク
ラ
ブ
事
務
局

�

☎
７
７
２

－

２
０
１
２

良
寛
ク
ラ
ブ
南
魚
沼
講
演
会

日
時　
５
月
１９
日
㈰

　
午
後
２
時
３０
分
～
４
時

会
場　
図
書
館‌

多
目
的
室

講�

師　
白し

ら
倉く

ら
南な

ん
か
く
さ
ん
（
書
家
・
柏
崎
良

寛
貞
心
会‌

前
副
会
長
）

演�

題　
「
今
日
の
講
師
が
良
寛
さ
ん
だ
っ

た
ら
～
１
／
２
ま
っ
し
ろ
な
ミ
ス
テ

リ
ー
～
」

費
用　
無
料

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

【
問
合
せ
】
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

　
事
務
局
（
田
村
）

�

☎
０
９
０

－

４
９
４
３

－

６
１
２
８

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

～
も
の
め
ぐ
る
市
～

　

六
日
町
駅
構
内
で
、
も
の
め
ぐ
る
市

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
を
開
催
し
ま
す
。

古
本
を
は
じ
め
、
衣
類
や
雑
貨
が
駅
通
路

に
並
び
ま
す
。

　
同
時
に
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
も
開
催
さ

れ
、
人
気
の
パ
ン
屋
さ
ん
を
乗
せ
た
パ
ン

列
車
が
や
っ
て
き
ま
す
。
列
車
で
パ
ン
を

選
ん
だ
り
掘
り
出
し
物
を
探
し
て
、
六
日

町
駅
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
２６
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所　
六
日
町
駅
自
由
通
路

パ
ン
列
車 

六
日
町
駅
停
車
時
間

　
午
前
１０
時
１
分
～
１０
時
５０
分

　
（
４９
分
間
）

同
時
開
催

・
十
日
町
駅
構
内
（
午
前
９
時
～
）

　
ク
ラ
フ
ト
市

・
く
び
き
駅
構
内
（
午
前
１１
時
～
）

　
小
さ
な
マ
ル
シ
ェ

そ�

の
他　

詳
し
く
は
、
ナ
ナ
シ
の
マ
ル

シ
ェ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

列
車
運
行
の
問
合
せ

　
北
越
急
行

　
☎
０
２
５

－

７
５
２

－

０
７
７
０

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

☎
７
８
０

－

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

⑬

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ

　
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
い
花
は
春
ら
し
さ
を

演
出
し
ま
す
。
南
魚
沼
に
自
生
し
て
い
る

の
は
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
で
す
が
、
八
色
の
森

公
園
内
で
は
外
来
種
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ

ポ
が
見
ら
れ
ま
す
。
外
来
種
は
、
総そ

う
苞ほ

う
片へ

ん

（
一
般
的
な
花
の
萼が

く

に
み
え
る
部
分
）
が

反
り
返
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
タ
ン
ポ
ポ
は
花
が
終
わ
る
と
花
柄
（
花

が
付
い
て
い
る
茎
）
が
伸
び
て
一
旦
寝
ま

す
。
そ
し
て
綿
毛
が
で
き
る
こ
ろ
に
な
る

と
ま
た
花
柄
が
伸
び
て
立
ち
上
が
り
、
花

よ
り
も
高
い
位
置
で
綿
毛
が
丸
く
開
き
ま

す
。
綿
毛
の
根
も
と
に
は
種
が
あ
る
の
で
、

風
を
利
用
し
て
種
を
遠
く
ま
で
広
げ
る
た

め
の
う
ま
い
工
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

　
道
端
や
公
園
な
ど
で
普
通
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
に
対
し
、

エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
は
里
山
の
よ
う
な
あ
ま
り

人
の
手
が
入
っ
て
い
な
く
て
、
人
工
物
な

ど
が
少
な
い
場
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
が
在
来

種
を
駆く

逐ち
く
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
生

育
す
る
環
境
の
違
い
で
す
み
分
け
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
ン
ポ
ポ
は
身
近
な
植
物
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
と
謎
や
話
題
の
多
い
植
物
で
す
。
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� News�Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

おおまき小学校で開校式・入学式が行われました4月10日㈬
　五日町、大巻小学校を統合したおおまき小学校の開校式・入学式が、
改修した旧大巻中学校の校舎で行われました。
　開校式で林市長は「二つの小学校が築いた歴史と伝統を生かしおおま
き小学校が親しまれ愛される学校に育つよう願っています」と語りました。
　児童代表の誓いの言葉で6年生の廣田安

あ

美
み

さんは「地域の希望となる
ようがんばります。難しいことにもチャレンジします。笑顔と歌声あふ
れる楽しい学校にします」と語りました。

第68回ヘレン・ケラー記念音楽コンクールで石田乃
の

彩
あ

さん〔新町〕が1位に輝きました4月4日㈭
　平成30年11月10日㈯にトッパンホール〔東京都文京区〕で開催さ
れた「第68回ヘレン・ケラー記念音楽コンクール器楽部門ピアノ3部
（中学生の部）」で1位を受賞した筑波大学付属視覚特別支援学校中学部
2年の石田乃彩さんが、林市長に受賞報告を行いました。石田さんに文
化奨励棚村基金推奨金の贈呈を行いました。
　石田さんは、本コンクールに幾度か出場し、1部（小学校3年生以下
の部）で2位、2部（小学校4年生以上の部）で1位を受賞しています。

第3回廃炉創造ロボコンで小林勇
はや

人
と

さん〔上原〕が最優秀賞を受賞されました4月3日㈬
　平成30年12月15日㈯に日本原子力研究開発機構楢葉遠隔技術開発
センター〔福島県双葉郡楢葉町〕で開催された「第3回廃炉創造ロボコ
ン」に出場し、最優秀賞を受賞した小林勇人さんが林市長に受賞報告を
行いました。この大会は全国大会にあたるため、小林さんに文化奨励棚
村基金推奨金の贈呈を行いました。
　小林さんは、長岡工業高等専門学校の機械工学科5年に在籍中、リー
ダーを務める「長岡高専‌ロボティクス部OB」として出場し、全国の
国公私立高等専門学校から応募のあった21チームから選抜された16
チームの中で唯一課題をクリアし、最優秀賞に輝きました。

南魚沼市立小中学校と総合支援学校で卒業式が行われました3月4日㈪・20日㈬・22日㈮

　3月4日㈪に市立中学校4校の卒業式が、20日㈬と22日㈮に市立小
学校19校と総合支援学校の卒業式が行われました。
　市立4中学校では490人に、市立小学校19校では510人に、総合支
援学校では小学部6人、中学部8人、高等部9人に卒業証書が授与され
ました。
　総合支援学校では、卒業生が参列した家族、地域の人、先生に向けて、
パネルなどを使って感謝の気持ちを伝えました。

大里一宮神社春季大祭が開催されました3月12日㈫

　この祭りは、農業に関する祭礼で「農具市」とも呼ばれています。農
具やわら細工、竹細工などの露店が並んだり、一宮神社では田畑の「虫
除け」のお札を取り扱います。雪が解け始める時期と重なることから、
春を告げる行事として親しまれています。
　春を感じる陽気のなか、多くの人が訪れ雪上に並べられたすげ笠や竹
かごなどを買い求めていました。

写真は、総合支援学校の卒業式の様子です
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月5 のカレンダー

行政
困りごと

相談

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
5月15日㈬ 13：00 ～ 15：00　市役所本庁舎南分館
【問合せ】総務課�防災庶務班� ☎773－6660

救急医療のかかり方
①‌電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急者を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②‌指示通りに受診する
・‌電話での指示に従って受診してください。
・‌スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
を案内する場合があります。

・‌緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

・‌休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
できるだけ通常の診療時間内に受診してください。

⃝新潟県『救急医療電話相談』
　☎025－284－7119（#7119でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（#8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと
き（発熱、けがなど）にご利用ください。
・時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　いよいよ本日から新元号「令和」の
時代が始まりました。令和には「人々が美しく心を寄
せ合う中で、文化が生まれ育つ」という意味が込めら
れているそうです。平和な社会でなければ、文化が生
まれ育つことはありません。この令和には、平和な社
会の実現という願いも込められていると思い、非常に
よい元号だと感じました。
　令和の時代も、戦争のない平和で文化的な時代とな
りますように。‌ （秘書広報課　宮崎）

編集後記

市民の動き
平成31年
3月末日現在（ ）

◦人口 　　56,723人　（先月比 －311）
◦男　 　　27,767人　（先月比 －120）
◦女　 　　28,956人　（先月比 －191）
◦世帯数 　20,052戸　（先月比 －17）

日にち 行事名・時間・会場など

9日㈭
プラチナデイDVD上映会『キンバイコウダン②』
10：00 ～ 12：00　図書館多目的室

11日㈯
読書のつどい「そとへでかけよう！」（人形劇）
14：00 ～ 15：30　図書館多目的室

13日㈪
市長と市民の車座会議ざっくばらん
19：30 ～ 20：30　栃窪集落センター

14日㈫
市長と市民の車座会議ざっくばらん
19：30 ～ 20：30　清水ふれあい会館

18日㈯
講談社「本とあそぼう全国訪問おはなし隊」
15：30 ～ 16：35　図書館多目的室

19日㈰
おはなしのじかん
11：00 ～ 11：30　図書館児童コーナー
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　イオン六日町店2階

20日㈪
市長と市民の車座会議ざっくばらん
13：30 ～ 14：30　図書館多目的室

23日㈭
市長と市民の車座会議ざっくばらん
10：00 ～ 11：00　 子育て支援センター子育ての駅「ほのぼの」

24日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであそ
ぼ」～かたつむりをつくろう！～
10：00 ～ 11：30　大和公民館

25日㈯
わが子の自立を願う家族の集い
13：30 ～ 16：00　 子ども・若者育成支援センター

27日㈪
第５回農業委員会総会
９：00 ～　大和庁舎３階旧議場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学校3年生までの児童とその保護者
時間　9：30 ～ 15：30
　　　9：30 ～ 18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

大 和 会 場 　大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

5月9日㈭　10：30 ～
支援講座「歯の衛生」　　講師：歯科衛生士

六日町会場 　イオン六日町店専門店館（1階）
　毎週 月・火・木～日曜日

5月14日㈫　10：30 ～
支援講座「歯の衛生」　　講師：歯科衛生士

塩 沢 会 場 　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日

5月22日㈬　10：30 ～
支援講座「歯の衛生」　　講師：歯科衛生士

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第2・第4土曜日の
13：30 ～ 14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場の
利用はできません。

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

救 急 医 療

ほのぼの広場

　4月10日㈬、新生おおまき小学校で、開校式と
入学式が行われました。入学式では、新入生に少
し緊張した表情が見られましたが、名前を呼ばれ
ると元気よく返事をしていました。

今月の

表紙

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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